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育
部
の
模
擬
店
な
ど
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
専
門
学
校
校
舎
で
は
、

栄
専
校
が
「
高
齢
者
の
食

と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
〜
食
事
と
衛
生

に
つ
い
て
考
え
よ
う
〜
」。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
校
で
は

「
東
コ
ン
Ｇ
ａ
ｍ
ｅ　
Ｓ

ｈ
ｏ
ｗ
」
。
経
理
校
で
は

「
経
理
ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
〜
資

格
取
得
〜
」
の
テ
ー
マ
で
、

各
校
が
特
長
を
活
か
し
た

展
示
を
行
い
好
評
で
し
た
。

　
多
く
の
人
達
に
支
え
ら

れ
学
園
祭
も
無
事
終
了
し

た
今
、
私
た
ち
は
輝
く
未

来
へ
の
希
望
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た

学
生
、
先
生
方
、
地
域
の

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
学
園
祭
実
行
委
員
長

学
友
会
会
長
　
工
藤
亜
香
音

（
生
活
科
二
年
）

コ
ー
ナ
ー
や
、
絵
本
・
紙

芝
居
・
手
遊
び
の
学
生
に

よ
る
実
演
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。

　
文
化
部
は
展
示
と
ス
テ

ー
ジ
発
表
を
行
い
、
各
部

と
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
内

容
で
し
た
。
特
に
体
育
館

で
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
大

盛
況
で
し
た
。

　
特
別
企
画
「
弘
前
市
吹

奏
楽
団
に
よ
る
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
メ
ド
レ

ー
〜
み
ん
な
に
笑
顔
と
元

気
を
〜
」
は
馴
染
み
深
い

曲
が
多
く
、
手
拍
子
が
出

る
な
ど
会
場
が
一
体
と
な

っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、食
堂
・
喫
茶
・

販
売
で
は
好
評
の
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
や
豚
丼
〔
み
そ
汁

付
き
〕
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
り
、
来
場
者
は
満
足

し
た
様
子
で
し
た
。

　
そ
の
他
、前
後
夜
祭
は
恒

例
のファッションショー
や
体

し
ま
し
た
。

　
生
活
科
は
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
フ

ー
ド
〜
今
こ
そ
節
約
Ｅ
Ｃ

Ｏ
ラ
イ
フ
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
災
害
時
の
食
事
や
各

家
庭
で
の
節
約
方
法
の
紹

介
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
の
ほ

か
、
各
課
程
で
の
講
義
内

容
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　
保
育
科
は
「
わ
く
わ
く

動
物
園
〜
動
物
と
遊
ぼ
う

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
動
物

に
み
た
て
た
遊
具
で
遊
ぶ

平
成
23
年
は
東
日
本
大
震

災
に
見
舞
わ
れ
、
東
北
地

方
は
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
吹
き

払
う
か
の
よ
う
に
学
園
祭

に
は
多
く
の
来
場
者
が
あ

り
、
学
内
は
笑
顔
で
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

　
短
大
被
服
科
の
テ
ー
マ

は
「
Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ
〜
私
た

ち
の
思
い
〜
」
で
、
手
作

り
の
様
々
な
作
品
の
展
示

や
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
紹
介
な
ど
を

　

10
月
22
日
・
23
日
に

「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
〜
輝
く
未
来

へ
の
架
け
橋
を
〜
」
の
テ

ー
マ
の
も
と
、
短
大
・
栄

養
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
経

理
専
門
学
校
四
校
合
同
の

学
園
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
　
学
園
祭

輝
く
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に

保育科「わくわく動物園」
〜動物と遊ぼう〜

栄養専門学校
「高齢者の食と QOL」
〜食事と衛生について考えよう〜

生活科「ECO フード」
〜今こそ節約 ECO ライフ〜

被服科「Final」〜私たちの思い〜

弘
前
市
吹
奏
楽
団
を
招
い
て
行
わ
れ
た

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
メ
ド
レ
ー
」

平成 23 年度学園祭ポスター
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昨
年
の
７
月
29
日
・
30

日
に
本
学
で
サ
マ
ー
講
座

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
『
Ｃ
Ｇ
で
プ
リ

ン
ト
布
地
を
つ
く
っ
て
み

ま
せ
ん
か
』
は
昨
年
も
行

な
わ
れ
、
２
年
連
続
で
受

講
さ
れ
た
方
も
い
る
く
ら

い
人
気
の
あ
る
講
座
で
、

今
年
も
大
盛
況
で
し
た
。

『
代
謝
力
ア
ッ
プ
・
夏
の

元
気
レ
シ
ピ
』
で
は
「
代

謝
」
に
つ
い
て
の
話
か
ら

入
り
、
計
５
品
を
つ
く
り

ま
し
た
。
受
講
生
の
手
際

が
と
て
も
よ
く
担
当
者
が

驚
く
ほ
ど
で
し
た
。

と
と
も
に
、
中
国
茶
を
通

し
て
中
国
文
化
を
学
び
、

『
子
ど
も
の
遊
び
と
生
き

る
力
〜
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

変
遷
か
ら
〜
』
で
は
、
子

ど
も
の
遊
び
が
「
生
き
る

力
」
へ
と
繋
が
っ
て
い
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

《
研
究
題
目
と
執
筆
者
》

心
臓
の
刺
激
伝
導
系
解
明

の
歴
史
的
考
察

　
河
西
達
夫

C
andida albicans

の

病
原
性
と
形
態
変
化
を
制

御
す
る
因
子

　
三
上　
健

本
学
学
生
に
お
け
る
低
血

圧
に
関
す
る
調
査

　
松
宮
ゆ
り

肥
満
学
生
へ
の
改
善
支
援

　
阿
部
直
子
・
木
村
康
子

　
岡
本
由
美
子
・
真
野
由
紀
子

学
制
実
施
に
お
け
る
普
及

と
定
着
に
つ
い
て
の
一
考

察
〜
明
治
初
期
の
青
森
県

の
統
計
的
特
徴
か
ら
〜

　
西　
敏
郎

田
村
虎
蔵
の
唱
歌
教
育
─

言
文
一
致
唱
歌
創
作
を
め

ぐ
る
論
争
を
中
心
に
─

　
西
谷
紀
久
子

幼
稚
園
に
お
け
る
保
育
者

の
行
動
の
特
徴
に
関
す
る

一
考
察

　
佐
々
木
典
彰
・
森　
和
彦

遊
び
か
ら
学
び
へ
つ
な
げ

る
た
め
の
保
育
者
の
役
割

─
オ
ラ
ン
ダ
の
幼
児
教
育

法
か
ら
─

　
兼
平
友
子

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
ゲ
ー
ム

ニ
ク
ス
理
論
の
実
践
的
研

究
⑴
─NUI

コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
に
関
す
る
考
察
─

　
小
山
尊
徳

中
国
語
に
お
け
る
構
文

　
ま
た
今
年
は
講
義
形
式

の
講
座
が
多
く
『
ニ
ー
ハ

オ
‼
中
国
語
〜
中
国
茶
を

楽
し
み
な
が
ら
〜
』
で
は
、

中
国
語
の
発
音
や
挨
拶

「
是
…
的
」
に
つ
い
て
〜

強
調
す
る
意
味
を
持
つ
際

の
成
立
条
件
〜

　
町
田
秀
子

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
企
業
分

析
（
Ⅰ
）

　
兼
平
拓
道

　
短
大
の
教
育
・
研
究
活

動
活
性
化
の
一
助
と
し
て
、

『
年
報
』
を
発
行
い
た
し

ま
し
た
。『
年
報
』
は
教

育
・
研
究
の
活
動
報
告
、

　
北
山
育
子
先
生
が
多
年

に
わ
た
り
栄
養
士
養
成
教

育
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ

り
、
平
成
23
年
11
月
３
日

付
で
、
社
団
法
人
全
国
栄

養
士
養
成
施
設
協
会
よ
り

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

公
開
講
座
の
報
告
、
自
由

報
告
の
三
分
野
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
初
号
は
16
編

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
『
熱
中
症
の

予
防
と
水
分
補
給
』
で
は

熱
中
症
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
運
動
中
に
気
を
つ
け

る
点
を
、『
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
基
礎
知
識
』
で
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
歴
史

や
日
本
と
の
関
係
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
２
日
間
を
通
じ
て
100
人

近
く
の
方
が
受
講
し
て
く

だ
さ
り
、
今
回
も
大
盛
況

の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

代謝力アップ・夏の元気レシピ

ニーハオ ‼ 中国語
〜中国茶を楽しみながら〜

学
園
都
市
ひ
ろ
さ
き
の

発
展
に
向
け
て

河
　
西
　
達
　
夫

学

　

長

　

　

所

　

感

　
弘
前
市
に
あ
る
六
つ
の

大
学
の
学
長
と
弘
前
市
長

と
が
話
し
合
っ
て
、
私
た

ち
が
住
む
弘
前
市
が
学
園

都
市
と
し
て
、
こ
こ
で
学

ぶ
学
生
に
と
っ
て
住
み
や

す
い
学
び
や
す
い
環
境
を

と
と
の
え
よ
う
と
い
う
話

し
合
い
の
会
が
発
足
し
ま

し
た
。
会
の
名
称
は
「
学

園
都
市
ひ
ろ
さ
き
高
等

教
育
機
関
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
と
い
う
長
い
名
称
で

す
が
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

と
い
う
の
は
連
絡
組
織
と

い
う
意
味
で
す
。

　
こ
の
会
は
平
成
19
年
に

始
ま
り
、
当
時
の
市
長
だ

っ
た
相
馬
錩
一
さ
ん
を
交

え
て
の
会
合
が
市
役
所
の

市
長
室
で
開
か
れ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
が
、
そ

の
後
、
今
の
市
長
の
葛
西

憲
之
さ
ん
に
代
わ
っ
て
か

ら
年
に
数
回
、
弘
前
大
学

学
長
室
な
ど
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。

　
最
近
で
は
昨
年
の
11
月

の
日
曜
日
に
弘
前
市
民
会

館
の
会
議
室
で
開
か
れ
、

そ
の
と
き
は
と
く
に
六
つ

の
大
学
か
ら
学
生
の
代
表

が
そ
れ
ぞ
れ
２
名
ず
つ
出

席
し
て
、
自
ら
の
希
望
や

要
望
を
述
べ
た
り
し
て
有

益
な
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　
現
在
、
弘
前
市
の
人
口

は
約
18
万
人
、
こ
の
う
ち

六
つ
の
大
学
で
学
ぶ
学
生

の
総
数
は
約
１
万
人
、
各

上
に
な
る
と
学
都
と
い
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

こ
れ
で
い
き
ま
す
と
弘
前

市
は
立
派
な
学
園
都
市
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
と
き
の
会
合
で
各

大
学
の
学
生
た
ち
が
述
べ

た
弘
前
市
に
対
す
る
希
望

と
し
て
は
、
ス
ー
パ
ー
が

少
な
く
て
不
便
、
バ
ス
の

弘
前
に
は
学
生
向
き
の

教
科
書
や
参
考
書
を
扱

う
本
屋
が
少
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
か
ね
が

ね
の
希
望
を
述
べ
て
お

き
ま
し
た
。
若
い
学
生

の
皆
さ
ん
は
知
ら
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

数
年
前
ま
で
は
下
土
手

町
に
今
泉
本
店
と
い
う

古
い
老
舗
の
本
屋
さ
ん

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

は
戦
前
か
ら
の
古
い
店

で
、
学
生
の
参
考
書
や

教
科
書
を
沢
山
揃
え
て

い
て
、
学
生
た
ち
の
心

の
憩
い
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
店
が
閉
店

に
な
っ
た
と
き
、「
青

春
の
思
い
出
残
し
今

泉
」
と
い
う
川
柳
が
新

聞
誌
上
に
の
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

学
校
で
働
く
教
職
員
の
数

は
約
２
千
人
で
、
し
た
が

っ
て
弘
前
市
の
人
口
に
対

す
る
学
校
関
係
者
の
割
合

は
約
６
・
６
％
に
な
り
ま

す
。
こ
の
比
率
が
５
％
以

便
が
少
な
い
、
電
車
賃
が

高
い
な
ど
の
他
、
遊
ぶ
所

が
少
な
い
、
服
装
店
が
少

な
い
、
な
ど
と
い
う
要
望

が
多
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

私
は
個
人
的
意
見
と
し
て
、
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▲第１回京都学外研修旅行
　京都国立博物館前で（平成４年９月）

▼学園祭で発表した作品

▼被服構成学　ＣＡＤ実習

短
大
・
女
子
大
合
同
作
品
展

ポ
ス
タ
ー
（
平
成
15
年
）

創
立
当
初
の
短
大
制
服

（
昭
和
25
年
12
月
）

「
山
靄
」
藍
に
よ
る
絞
り
染
め

一
年
合
同
作
品

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
（
昭
和
63
年
）

来
事
は
、
本
学
創
立
の
心

の
礎
と
し
て
現
在
ま
で
語

り
継
が
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
教
授
今
村
敏

先
生
が
率
先
し
て
教
育
に

あ
た
り
入
学
生
も
順
調
に

伸
び
、
昭
和
29
年
に
は
定

員
増
の
認
可
を
受
け
、
同

年
認
可
さ
せ
た
生
活
科
と

共
に
上
瓦
ヶ
町
の
新
校
舎

に
移
転
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
年
に
は
高

等
学
校
教
諭
免
許
状
と

中
学
校
教
諭
免
許
状
「
家

庭
・
保
健
」
と
併
せ
て
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

教
職
に
就
く
卒
業
生
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
更
に
数
多

く
輩
出
さ
れ
、
教
育
界
で

活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
40
年
に
は
、
保
育

科
が
増
設
さ
れ
る
こ
と
で
、

教
育
分
野
が
さ
ら
に
広

が
り
東
北
女
子
短
期
大
学

は
、
学
生
数
ピ
ー
ク
の
時

代
と
な
り
、
被
服
科
も
充

実
し
た
時
代
を
迎
え
る
。

　
被
服
科
の
祖
は
、
大
正

初
年
、
柴
田
や
す
先
生
が

始
め
た
小
さ
な
私
塾
か
ら
、

大
正
12
年
に
各
種
学
校
令

に
よ
り
設
立
の
認
可
を
受

け
た
「
弘
前
和
洋
裁
縫
学

校
（
翌
年
弘
前
和
洋
裁
縫

女
学
校
と
改
称
）」
に
始

ま
る
。
そ
の
後
昭
和
25
年
、

戦
後
の
教
育
制
度
改
革
で

東
北
女
子
短
期
大
学
と
な

り
、
被
服
科
は
そ
の
唯
一

の
学
科
と
し
て
定
員
40
名

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
年

５
月
５
日
被
服
科
一
回
生

28
名
の
入
学
式
が
行
わ
れ

た
。
教
員
組
織
も
整
え
ら

れ
、
豊
富
な
教
授
陣
で
の

出
発
で
あ
っ
た
が
、
５
月

14
日
、
開
学
式
の
壇
上
で

創
立
者
柴
田
や
す
先
生
は

急
逝
し
、
教
育
者
と
し
て

の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
。

「
柴
田
や
す
女
史
追
悼
録
」

に
は
そ
の
時
の
状
況
を

「
先
生
は
静
か
に
花
の
崩

れ
る
よ
う
に
壇
上
に
倒
ら

れ
た
」
と
あ
る
。
こ
の
出

被
服
科
の
設
立
と
発
展

有
能
な
家
庭
科
教
員
の
輩
出

　
私
が
東
北
女
子
大
学
か

ら
東
北
女
子
短
期
大
学
に

転
勤
し
た
昭
和
56
年
秋
の

こ
と
で
す
。
同
窓
会
か
ら

の
要
請
だ
っ
た
と
思
う
の

で
す
が
、
三
沢
支
部
に
準

備
し
て
頂
い
た
会
場
で
学

生
と
先
生
方
の
作
品
展
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て

見
る
展
示
作
品
の
素
晴
ら

し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

母
校
に
寄
せ
る
卒
業
生
の

熱
い
思
い
と
、
伝
統
を
守

り
伝
え
よ
う
と
す
る
先
生

方
の
熱
心
さ
に
圧
倒
さ
れ

た
記
憶
が
未
だ
に
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
「
被
服
科
作
品
展
」

は
隔
年
で
開
催
さ
れ
、
ま

た
平
成
10
年
か
ら
は
女
子

大
家
政
学
科
と
合
同
で
、

青
森
や
弘
前
を
会
場
に
平

成
15
年
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
多
く
の
人
に

支
え
ら
れ
て
き
た
被
服
科

も
、
発
展
的
に
解
消
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
創
立
時
か
ら
被
服
教
育

の
た
め
に
努
力
さ
れ
て
き

た
先
人
達
の
思
い
が
た
ち

切
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

時
代
の
流
れ
と
は
い
え
、

非
常
に
残
念
で
す
。

　
現
在
の
二
年
生
４
名
は

最
終
の
学
生
と
し
て
の
気

概
を
保
と
う
と
、
日
々
勉

学
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
が
、

一
抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
て

い
る
よ
う
で
す
。
二
年
間

の
思
い
出
に
つ
い
て
一
様

に
寂
し
さ
、
無
念
さ
を
訴

え
な
が
ら
も
「
い
つ
か
は

必
ず
被
服
科
の
復
活
を
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
願
い
が
将
来
実
現

す
る
こ
と
を
切
に
希
望
し

て
い
ま
す
。

思

い

出
　
被
服
科
長
　
浅
　
利
　
　
　
侑

特

集被
服
科
の
あ
ゆ
み

新
し
い
被
服
科
へ
と
変
貌

衣
料
管
理
士
養
成
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
導
入

　

被
服
科
は
、
平
成
２４
年
３
月
で
生
活
科
に
吸

収
さ
れ
る
形
で
発
展
的
に
解
消
し
、
開
校
以
来

６１
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
二
千
百
二
十
五
名
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
た
被
服
科
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　
昭
和
50
年
代
に
入
る
と
、

消
費
拡
大
に
伴
う
多
様
な

繊
維
製
品
の
開
発
に
消
費

者
の
戸
惑
い
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
時
勢
に
そ

う
た
め
、
昭
和
57
年
、
被

服
科
に
お
い
て
衣
料
管
理

士
の
養
成
も
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　
衣
料
管
理
士
は
、
消
費

者
に
正
し
い
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
メ
ー
カ

ー
に
は
消
費
者
苦
情
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
、
両

者
の
情
報
交
流
を
図
る
役

割
を
担
う
人
材
で
あ
る
。

　
平
成
22
年
度
ま
で
の
衣

料
管
理
士
資
格
取
得
者
は

２
８
２
名
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
衣
料
管
理
士
の
養

成
の
た
め
に
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
改
正
や
ア
パ
レ
ル

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
導
入
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
は
学
生
の
視
野
を

拡
げ
る
こ
と
を
目
的
に
学

外
研
修
旅
行
を
行
う
等
、

教
育
内
容
の
充
実
が
図
ら

れ
た
。

　
こ
れ
に
並
行
し
て
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
質
の
高

い
技
能
を
作
品
展
で
公
開

す
る
な
ど
、
被
服
科
は
伝

統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
時

代
と
共
に
歩
む
教
育
を
模

索
し
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。

　
被
服
科
は
今
年
度
で
ひ

と
つ
の
大
き
な
区
切
り
を

迎
え
る
が
、
卒
業
生
は
家

庭
科
教
員
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
パ
タ

ン
ナ
ー
な
ど
多
様
な
専
門

職
に
就
き
、
現
在
も
地
域

社
会
に
お
い
て
活
躍
し
て

い
る
。
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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

体 育 部

やっぱり盛り上がる余興・ゲームサンタとトナカイ登場でムードは最高に

秀芝寮クリスマス会

簡単そうで難しいソフトバレーボール

冬季球技大会

三味線部　真剣
なまなざしで

ＳＧ同好会の初ステージ

手作りの浴衣で　ハイ、ポーズ

モ
デ
ル
初
挑
戦　

堂
々
と

学 園 祭 あ れ こ れ

アタック‼　ＶＳ．弘大！インカレ中止で今年度初の公式試合

弘前市総合バレーボール選手権

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

送　別　会

ふじ保育園での栄養教育実践

保育科１年スキー実習

悪天候にもかかわらず楽しんでます！

生活科２年栄養士実務演習

先輩方へ感謝を込めて 腕相撲、どっちが勝つか！

チームワークはバッチリ「Ｇｅｅ」チーム
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ＳＧ同好会の初ステージ

手作りの浴衣で　ハイ、ポーズ

「細菌の形はうまく見えますか？」
食品衛生学実験　生活科１年

「みんなで仕上がりを確認して」
被服製作実習⑶　被服科２年

授 業 あ れ こ れ

「♪子ぎつね
コンコン　
山の中〜♪」

「手遊びも、音程　しっかりね！」
表現⑴　保育科１年

学 園 祭 あ れ こ れ

栄養研究部 ホットアップルジュース

ただいま、試飲中‼

第５回 おらほの田舎スイーツコンテスト

「しょうがみそおやき」

「りんごぼうケーキ」みんなでアイディアを出し合い、うれしい入賞
昼の楽しいひととき、
今日のメニューもおいしいです！

カフェテリア ホール

アレンジレシピを開発しました

ふじ保育園での栄養教育実践

生活科２年栄養士実務演習
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コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
委

員
に
は
弘
前
市
以
外
の
学

生
も
い
て
、
客
観
的
に
弘

前
の
良
い
所
な
ど
を
話
し

合
う
中
で
、
改
め
て
自
分

の
住
ん
で
い
る
弘
前
の
良

さ
等
に
つ
い
て
気
づ
く
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
私
は
学
友
会
役
員
で
も

あ
っ
た
た
め
、
な
か
な
か

活
動
に
は
参
加
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
他
大
学
の
学
生
と
集

ま
り
、
自
分
の
住
ん
で
い

る
街
に
つ
い
て
考
え
話
し

合
う
機
会
は
と
て
も
貴
重

で
、
楽
し
い
時
間
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
今
後
私
た
ち
の
後
を
一

年
生
が
引
き
継
ぎ
こ
の
活

動
を
続
け
て
い
く
と
思
い

ま
す
が
、
積
極
的
に
取
り

組
み
、
よ
り
よ
い
街
づ
く

り
の
た
め
に
活
躍
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

保
育
科
二
年
　
木
村
　
　
彩

　
平
成
二
十
三
年
度
学
友

会
役
員
の
任
期
満
了
に
と

も
な
い
11
月
24
日
の
選
挙

で
左
記
の
よ
う
に
新
役
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会

長　
齋
藤
真
梨
子

（
保
育
科
）

副
会
長　
小
林　

瑞
希

（
生
活
科
）

副
会
長　
宇
野　

千
聡

（
保
育
科
）

総
会
議
長　
仙
木　

亜
美

（
生
活
科
）

副
総
会
議
長　
白
川　

小
夏

（
保
育
科
）

代
議
員
長　
山
崎　

愛
美

（
生
活
科
）

副
代
議
員
長　
藤
田
沙
奈
恵

（
保
育
科
）

　
会
長
よ
り
任
命
さ
れ
た

執
行
委
員
、
な
ら
び
に
文

化
部
及
び
体
育
部
の
部
長

会
議
に
お
い
て
推
薦
さ
れ

た
部
会
長
、
副
部
会
長
は

次
の
通
り
で
す
。

（後列）左から　宮本春香・齋藤千聖・伊藤和希・市川真衣・澤田真衣・大久保　咲
（中列）左から　田崎美穂・小西紗弥・佐々木愛梨・今井麻美・小沼茉以・小林成美
（前列）左から　藤田沙奈恵・山崎愛美・小林瑞希・齋藤真梨子・宇野千聡・仙木亜美・白川小夏

学友会会長

齋藤真梨子
（保育科１年）

　
短
大
に
入
学
し
、
も
う

す
ぐ
一
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り

で
不
安
だ
っ
た
私
た
ち
が
、

会

計　
小
林　

成
美

（
生
活
科
）

会

計　
宮
本　

春
香

（
保
育
科
）

記

録　
佐
々
木
愛
梨

（
生
活
科
）

記

録　
田
崎　

美
穂

（
保
育
科
）

企

画　
齋
藤　

千
聖

（
生
活
科
）

企

画　
澤
田　

真
衣

（
保
育
科
）

庶

務　
小
沼　

茉
以

（
生
活
科
）

庶

務　
小
西　

紗
弥

（
保
育
科
）

文
化
部
長　
今
井　

麻
美

（
保
育
科
）

副
文
化
部
長　
市
川　

真
衣

（
生
活
科
）

体
育
部
長　
伊
藤　

和
希

（
生
活
科
）

副
体
育
部
長　
大
久
保　

咲

（
保
育
科
）

こ
れ
ま
で
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
先
輩
方
が
温
か

く
迎
え
て
く
れ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
自
分
た
ち
の
手

で
更
に
楽
し
く
よ
り
良
い

学
校
に
し
た
い
と
思
い
、

学
友
会
会
長
に
立
候
補
し

ま
し
た
。
前
会
長
の
工
藤

亜
香
音
さ
ん
を
は
じ
め
、

先
輩
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
具
体
的
な
目
標
に
は

ま
だ
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が

絶
対
に
楽
し
い
学
校
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
少
し
で
も
皆

さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

　
頼
り
が
い
の
あ
る
学
友

会
を
目
指
し
、
精
一
杯
努

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
役

員
一
同
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

新

役

員

決

ま

る

　

学
園
都
市
弘
前
高
等

教
育
機
関
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
学
生
委
員
会
に
一
年
間

参
加
し
、
弘
前
大
学
、
弘

前
学
院
大
学
、
弘
前
医
療

福
祉
大
学
、
東
北
女
子
大

学
の
学
生
と
と
も
に
弘
前

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
私
が
参
加
し
た
会
議
の

テ
ー
マ
は
「
弘
前
の
街
づ

く
り
プ
ラ
ン
」
で
し
た
。

い
を
持
つ
方
々
か
ら
投
げ

方
の
コ
ツ
を
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。
初
め
て
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
戸
惑
う
私
に

優
し
く
接
し
て
く
れ
、
思

い
や
り
の
あ
る
方
が
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
通
し
て
、
障
が
い
を
も

　
12
月
４
日
、
弘
前
市
総

合
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
ピ
ュ
ア
フ
レ
ン
ズ
の

会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
内
容
は
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
通
し
て
、
知
的
障
が

い
の
あ
る
青
年
約
40
名
と

交
流
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　
ま
ず
朝
の
会
で
の
自
己

紹
介
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

そ
の
後
、
玉
入
れ
、
○
×

ク
イ
ズ
な
ど
の
補
助
を
行

い
ま
し
た
。
な
か
で
も
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
は
想

像
以
上
に
難
し
く
、
障
が

朝の会で自己紹介をする砂田さん（右）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

つ
方
々
の
気
持
ち
に
な
り
、

今
何
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
を
判
断
し
て
動
く

こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

生
活
科
一
年
　
砂
田
　
奈
緒

　
学
友
会
で
は
、
学
園
祭

期
間
中
に
東
日
本
大
震
災

支
援
の
た
め
の
義
援
金
を

募
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

義
援
金
３
万
１
１
４
１
円

で
岩
手
県
山
田
町
立
船
越

小
学
校
へ
ラ
ジ
カ
セ
５
台

を
贈
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
義
援
金

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

学
生
委
員
会
に
参
加
し
て
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私
は
被
服
科
に
入
学
し

て
、
沢
山
の
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
一

番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は

ク
ラ
ス
の
皆
で
行
っ
た
京

都
研
修
旅
行
で
し
た
。

　
川
島
織
物
中
央
技
術
セ

ン
タ
ー
で
は
、
織
物
を
行

っ
て
い
る
現
場
を
見
学
し
、

職
人
さ
ん
の
慣
れ
た
手
つ

き
の
仕
事
ぶ
り
に
、
驚
か

さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。
日
本
刺
繍
館
で
は
、

作
品
を
見
て
、
刺
繍
で
作

っ
た
と
は
思
え
な
い
も
の

ば
か
り
で
、
と
て
も
奇
麗

に
表
現
さ
れ
、
ま
た
、
光

沢
の
あ
る
絹
糸
を
使

っ
て
い
る
の
で
、
よ

り
一
層
輝
い
て
見
え

ま
し
た
。
刺
繍
の
刺

し
方
を
工
夫
す
る
こ

と
で
立
体
感
に
溢
れ
、

迫
力
を
感
じ
ま
し

た
。
古
代
友
禅
苑
で

は
友
禅
染
体
験
を
し

ま
し
た
。
物
作
り
の

楽
し
さ
を
改
め
て
再

確
認
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
京
都
な
ら
で

は
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

清
水
寺
や
西
本
願
寺
な
ど

を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
、

と
て
も
貴
重
な
充
実
し
た

４
日
間
で
し
た
。

　
短
大
の
二
年
間
は
と
て

も
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
私
は
ず
い
ぶ
ん

成
長
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
入
学
し
た
当
初
は
、
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
私
は
不
器
用
で
、
中
学

校
の
家
庭
科
の
授
業
で
は

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
包
丁

の
持
ち
方
が
危
な
い
、
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
私
が
、「
だ
し
」
を
と

っ
た
り
、
き
ゅ
う
り
を
切

っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
皆

と
同
じ
レ
ベ
ル
ま
で
上
達

し
た
の
で
す
。
ま
た
被
服

製
作
実
習
で
は
ス
カ
ー
ト

も
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
一
つ

ひ
と
つ
が
確
実
に
身
に
つ

い
て
き
て
、
栄
養
士
実
習

や
栄
養
教
育
実
習
を
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
茶
道
部
に
入
部

し
た
こ
と
で
、
交
友
関
係

も
広
が
り
ま
し
た
。
学

園
祭
の
お
茶
会
や
四
大

学
合
同
茶
会
に
部
員
全

員
で
頑
張
っ
た
こ
と
も

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
楽
し
い

二
年
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、
友
人
や
家

族
、
先
生
方
に
本
当
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

物
作
り
の
楽
し
さ
を
再
確
認

し
た
京
都
研
修
旅
行

被
服
科
二
年
　
對
　
馬
　
有
　
紀

楽
し
か
っ
た
二
年
間

生
活
科
二
年
　
村
　
木
　
望
　
帆

クラスメートと一緒に
右、中央が村木さん

一
　
期
　
一
　
会

保
育
科
二
年
　
工
　
藤
　
秋
　
穂

　
私
は
短
大
生
活
で
沢
山

の
素
敵
な
人
に
出
会
い
ま

し
た
。

　
保
育
科
の
み
ん
な
は
と

に
か
く
元
気
で
、
教
室
は

い
つ
も
賑
や
か
で
す
。
以

前
の
私
は
そ
れ
が
嫌
で
、

静
か
に
し
て
欲
し
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
何
か

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
経

験
す
る
う
ち
に
、
保
育
科

は
何
事
に
も
真
面
目
に
取

り
組
み
、
団
結
力
が
あ
り
、

何
よ
り
優
し
く
て
友
達
思

い
な
人
ば
か
り
だ
と
気
付

き
、
そ
れ
か
ら
は
毎
日
が

楽
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
体
育
大
会
や
学
園
祭
は

今
で
も
は
っ
き
り
思
い
出

せ
る
く
ら
い
心
に
残
っ
て

い
ま
す
が
、
講
義
の
合
間

の
休
み
時
間
の
何
気
な
い

会
話
で
腹
を
抱
え
て
笑
い

合
っ
た
こ
と
や
講
義
中
の

私
語
が
度
を
越
え
て
し
ま

っ
て
先
生
に
注
意
を
受
け

た
こ
と
、
放
課
後
に

み
ん
な
で
ピ
ア
ノ
ボ

ッ
ク
ス
に
駆
け
込
ん

で
焦
っ
て
ピ
ア
ノ
を

練
習
し
た
こ
と
な
ど

も
大
切
な
思
い
出
で

す
。
こ
ん
な
素
敵
な

仲
間
と
の
二
年
間
は

最
高
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
、
み
ん
な
！

　
社
会
人
入
学
し
て
か
ら

早
い
も
の
で
、
二
年
が
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
入
学
し
よ
う
と
思

っ
た
の
は
、
最
近
、
生
活

習
慣
病
が
増
え
、
食
生
活

の
在
り
方
が
見
直
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
栄
養
学

を
学
び
、
栄
養
士
と
し
て

一
次
予
防
の
仕
事
に
関
わ

り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
入
学
し

て
か
ら
は
、

闘
い
と
喜

び
の
毎
日

で
し
た
。

闘
い
は
、

睡
魔
や
記

憶
力
低
下

と
の
闘
い
で
す
。
喜
び
は
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
知
る
喜
び
で
す
。

　
37
年
ぶ
り
の
学
業
は
想

像
以
上
に
大
変
で
し
た

が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と

喜
び
の
方
が
多
い
二
年
間

で
し
た
。

　
在
学
中
は
先
生
方
の
心

温
ま
る
ご
指
導
と
若
い
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
の
支
え
で
、

困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ

ま
す
。

闘
い
と
喜
び
の
毎
日

生
活
科
二
年
　
堀
　
江
　
祥
　
子

「お正月料理を作りました」
マネージャーは堀江さん

京
都
研
修
旅
行
　
右
が
對
馬
さ
ん

元気な仲間に囲まれて
右から二番目が工藤さん
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生
活
科
二
年
　
前
　
原
　
か
な
る

弘
前
と
わ
た
し

(15)

　

記
録
的
な
豪
雪
と
寒

さ
が
よ
う
や
く
緩
み
は
じ

め
、
春
の
息
吹
を
感
じ
る

こ
の
頃
で
す
。

　
本
学
学
生
も
学
校
生
活

の
思
い
出
を
胸
に
巣
立
つ

日
が
近
く
な
り
ま
し
た
。

健
康
に
留
意
し
て
、
力
強

く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
号
は
行
事
や
思
い

出
を
中
心
に
掲
載
し
ま
し

た
。
特
集
「
被
服
科
の
あ

ゆ
み
」
も
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
学
生
課・工
藤
）

　
本
学
で
は
、
一

年
次
か
ら
様
々
な

形
で
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
後
期
か

ら
、
新
た
に
「
キ

ャ
リ
ア
基
礎
演
習
」

の
時
間
を
設
け
ま

し
た
。
内
容
は

「
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
つ
い
て
」「
仕

事
の
た
め
の
法
律

や
経
済
」「
職
業

の
理
解
」「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
」
な
ど

こ
れ
か
ら
の
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
上

で
の
基
礎
と
な
る

も
の
か
ら
、
具
体
的
な
就

職
活
動
の
実
際
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る

卒
業
生
の
職
業
体
験
談
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
職
業
理
解
」
の
時
間

で
は
、
栄
養
士
を
は
じ
め

保
育
士
な
ど
卒
業
生
６
人

寮
の
部
屋
の
窓
か
ら
次
々

と
見
え
る
扇
ね
ぷ
た
を
、

携
帯
電
話
を
片
手
に
写
真

を
撮
っ
た
の
も
楽
し
い
思

い
出
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
祭
り
事
は

寮
や
学
友
会
の
役
員
と
し

祭
り
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
全
国
的
に
有
名
な
弘
前

公
園
の
桜
祭
り
で
は
、

桜
の
美
し
さ
は
も
ち

ろ
ん
、
観
光
客
の
多

さ
や
出
店
の
活
気
に

も
圧
倒
さ
れ
、
人
々

を
惹
き
つ
け
る
魅
力

を
存
分
に
感
じ
な
が

ら
友
人
と
散
策
し
ま

し
た
。

　
ね
ぷ
た
祭
り
で
は
、

　
短
大
入
学
を
目
前
に
し

た
平
成
22
年
４
月
、
そ
れ

ま
で
何
度
か
弘
前
を
訪
れ

た
こ
と
の
あ
る
私
で
し
た

が
、親
元
を
離
れ
て
の
寮
生

活
に
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ

っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
弘
前
市
と
私
の
出
身
地

で
あ
る
三
沢
市
は
、
街
の

雰
囲
気
も
違
え
ば
言
葉
も

違
い
ま
す
。
弘
前
の
魅
力

を
ひ
と
言
で
表
す
な
ら
一

年
を
通
じ
て
四
季
折
々
の

て
忙
し
い
日
が
続
い
て
い

た
私
に
、
息
抜
き
と
励
ま

し
を
与
え
て
く
れ
て
い
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
以
上
に
学
校
の

友
人
や
寮
の
仲
間
か
ら
も

応
援
や
協
力
が
あ
り
、
今

こ
う
し
て
卒
業
を
迎
え
ら

れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
振
り
返
る
と
、
弘
前
で

の
思
い
出
は
常
に
良
い
仲

間
と
一
緒
で
し
た
。
そ
の

思
い
出
や
経
験
を
大
切
に

し
、
卒
業
後
も
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。
弘
前
の
街
、

み
ん
な
、
二
年
間
ど
う
も

あ
り
が
と
う
‼

し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
レ
シ
ピ

は
、「
さ
つ
ま
い
も
ア
ッ

プ
ル
」
ほ
か
黒
糖
と
す
り

お
ろ
し
た
シ
ョ
ウ
ガ
を
加

え
た
「
ホ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ル

黒
糖
ジ
ン
ジ
ャ
ー
」、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
、
か
た
く
り

粉
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
「
と

ろ
〜
り
ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
」

な
ど
８
種
類
。
10
月
の
学

園
祭
で
は
来
場
者
に
試
飲

し
て
も
ら
い
喜
ば
れ
ま
し

た
。
レ
シ
ピ
は
短
大
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
県
の
中
南
地
域
県
民
局

か
ら
「
県
産
の
１
０
０
％

ス
ト
レ
ー
ト
の
リ
ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス
を
、
温
め
て
作
っ

た
若
い
女
性
向
け
の
ア
レ

ン
ジ
レ
シ
ピ
を
」
と
の
依

頼
が
あ
り
、
栄
養
研
究
部

が
10
月
か
ら
取
り
組
み
ま

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
求

人
を
活
用
し
て
、
企
業
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
説
明
会
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
私
が
希
望
す

る
栄
養
士
の
会
社
を
何
社

か
受
け
ま
し
た
。
過
去
に

出
題
さ
れ
た
問
題
や
面
接

の
内
容
を
見
せ
て
も
ら
い

本
番
に
備
え
ま
し
た
が
、

思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
よ

う
や
く
内
定
を
得
た
の
は

11
月
で
し
た
。

　
春
か
ら
東
京
に
勤
務
し
、

一
人
暮
ら
し
を
し
ま
す
。

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
栄

養
士
と
し
て
頑
張
る
つ
も

り
で
す
。

生
活
科
二
年
　
小
山
内
清
香

言
葉
遣
い
や
挨
拶
が
し
っ

か
り
出
来
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
た
。

　

実
習
終
了
後
の
11
月

に
、
是
非
勤
め
た
い
と
思

い
、
履
歴
書
を
持
参
し
て

お
願
い
を
し
ま
し
た
。
就

職
を
意
識
し
て
普
段
か
ら

積
極
的
に
生
活
し
て
き
た

こ
と
が
、
良
い
結
果
に
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
春
か
ら
は

念
願
の
保
育
職
に
就
き
ま

す
。
頑
張
り
ま
す
！

保
育
科
二
年
　
千
葉
江
梨
香

積
極
的
に
企
業
ガ
イ
ダ

ン
ス
・
説
明
会
に
参
加

　
就
職
活
動
を
始
め
た
の

は
一
年
生
の
２
月
か
ら
で

し
た
。
興
味
あ
る
企
業
の

が
仕
事
の
な
が
れ
や
内
容

な
ど
を
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
体
験
か
ら
得
た

先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
熱
い
エ
ー
ル
に
一
年
生

は
一
様
に
、
理
解
が
深
ま

り
、
将
来
を
考
え
る
チ
ャ

ン
ス
と
な
っ
た
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

内
定
し
た
二
年
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

早
い
時
期
か
ら
就
職
を

意
識
し
た
生
活

　
私
は
社
会
福
祉
法
人
大

空
大
仙
に
内
定
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
認
定
子
ど
も
園
で

幼
稚
園
と
保
育
園
が
あ
り
、

実
習
を
さ
せ
て
頂
い
た
と

こ
ろ
で
す
。
特
に
幼
稚
園

実
習
で
は
、
子
ど
も
達
に

熱いエールを送った卒業生

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

三
つ
の
支
部
と
も
そ
の
地

区
の
同
窓
生
が
集
ま
り
、

ま
た
役
員
、
短
大
・
専
門

学
校
・
女
子
大
の
先
生
方

も
出
席
し
て
、
会
は
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

で
行
わ
れ
、
近
況
報
告
や

学
生
時
代
の
恩
師
、
友
達

の
懐
か
し
い
話
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
同
窓
生
が
各
地
で
活
躍

し
、
つ
な
が
り
の
輪
を
広

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。　
《
庶
務
》

話しがはずんだ支部会

─
支
部
会
開
か
れ
る
─

　
同
窓
会
に
は
各
地
に
支

部
が
あ
り
ま
す
。
平
成
23

年
度
は
上
北
、む
つ
下
北
、

青
森
支
部
が
総
会
並
び
に

弘
前
城
を
バ
ッ
ク
に
寮
の
仲
間
と

左
が
前
原
さ
ん

ホ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
開
発

「ホットアップル黒糖ジンジャー」

同
窓
会
だ
よ
り

短
大
・
専
門
学
校
同
窓
会


